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歴史資料に関する利用者の興味喚起を目的とした
小袖屏風DBシステムの設計と構築

藤村 雄基1,a) 萩生田 明徳1,b) 木島 彩梨沙1,c) 富井 尚志1,d)

概要：近年，歴史資料に関するデジタルアーカイブの公開が進められている．その一つである国立歴史民
俗博物館「館蔵野村正治郎衣裳コレクションデータベース」では，小袖屏風に関する多数の基礎データや

画像データが公開されている．一方で，利用者の興味は小袖の歴史的人物との関わりや，モティーフの表

している意味など様々に存在すると考えられる．これらの情報を示すことで，利用者の小袖屏風への理解

が深まり，興味の喚起が期待できる．そこで我々は，小袖屏風に関する多様なコンテンツから利用者の興

味に沿った横断的な検索を行うことを目的とし，コンテンツごとにデータの蓄積が可能な DBシステムの

設計・構築を行った．

Design and Construction of Kosode Byobu Database
to Rouse Users’ Interest in Historical Materials

Yuki Fujimura1,a) Akinori Hagioita1,b) Arisa Kijima1,c) Takashi Tomii1,d)

Abstract: Recently, publication of digital archives about historical materials has proceeded. A lot of fun-
damental data and image data about Kosode Byobu have been published by National Museum of Japanese
History (NMJH). “The Nomura Collection: Costumes and Accessories in Japan Database” is one kind of
those digital archives. On the other hand, users are interested in various things such as relationship with
historical person and meaning of motifs. By showing these data, it is expected that users understand Kosode
Byobu and have interest in Kosode Byobu. Therefore, we designed and constructed a database that enables
storing various contents data about Kosode Byobu for integrated search based on users’ interest.

1. はじめに

近年，歴史資料の保存や価値の共有を目的としたデジタ

ルアーカイブの公開が行われている．デジタルアーカイブ

とは，「図書・出版物，公文書，美術品・博物品・歴史資

料など公共的な知的財産をデジタル化し，インターネット

上で電子情報として共有・利用できる仕組み」のことであ

る [1]．2003年に定められた「e-Japan戦略 II」[2]ではデ

ジタルコンテンツの充実が目標として掲げられ，博物館や

美術館の所蔵資料に関するデジタルアーカイブが重要なコ
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ンテンツとして位置づけられた．その結果として，高精細

画像を活用したデジタルアーカイブを誰でも手軽に閲覧で

きる環境が整いつつある．高精細画像を含むデジタルアー

カイブによって，実在する文化財に対し，直接触れること

なく細部をきわめて詳細に見ることが可能となるなど，高

度な情報付与と利用が実現される．

高精細画像を活用したデジタルアーカイブの代表として

は，国立文化財機構により公開された「e国宝」[3]や，国立

美術館により公開された「遊歩館」[4]が挙げられる．「e国

宝」では国立博物館 4館の収蔵品が鑑賞でき，「遊歩館」で

は国立美術館 4館の収蔵品を鑑賞することが可能である．

また国立歴史民俗博物館では所蔵資料に関するデジタル

アーカイブ「データベースれきはく」が学術調査や研究を

目的とした利用者に対して公開され，小袖屏風などに関す

る多数の基礎的データや画像データが利用可能である [5]．
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このような文化財にかかわるデータの価値を広く共有す

るためには，歴史資料に詳しくない人でも使いやすく，多

様なデータ利用が可能なシステムを構築することが望まし

い．そこで我々は，歴史資料の新たな利活用と高臨場感の

提供を目的とし，国立歴史民俗博物館との共同研究「歴史

資料デジタルアーカイブデータを用いた知的構造の創生に

関する研究－小袖屏風を対象として」を行ってきた [6]．本

研究では，歴史資料デジタルアーカイブデータを用いた機

械学習やセマンティックデータ処理などによる知的構造の

創生をはかり，得られた成果を効果的な展示技術に結びつ

け，歴史研究の発展を目指す．また，研究対象を小袖屏風

とし，情報学だけでなく服飾学の専門家なども交えた文理

融合の研究を行うことを目指す．

ここで問題となるのは，歴史資料デジタルアーカイブ

データが非常に多岐にわたることである．文化財にかかわ

るデータの価値を広く共有し，利用者に文化財への興味を

持ってもらうためにはこれらの多様なデータを統合的・横

断的に取り扱うシステムが求められる．そのために本稿で

は，小袖屏風に関する多様なコンテンツから利用者の興味

に沿った横断的な検索を行うデータベースシステムの設

計・構築と利用者への情報提示について述べる．

2. 研究背景

2.1 野村正治郎と小袖屏風

野村正治郎（1879-1943）は，昭和初期に活躍した京都の

美術商人であり，染織品のコレクターとしても有名な人物

である [7]．野村正治郎が集めた染織品をはじめとする服

飾関連のコレクション（以下，野村コレクション）は多岐

にわたり，コレクションの総数は 1,000点を超す．野村コ

レクションの概要を図 1に示す．大多数が国立歴史民俗博

物館の所蔵品であるが，一部は日本国内の寺院やアメリカ

の博物館，資料館などにも収められている [7][8]．野村コ

レクションの中で代表的なものとして，小袖と小袖屏風が

ある．

小袖とは，上下一部式で大きな装飾面をもつ着物の原型

となった衣服である．平安時代から肌着（実用着）として

用いられてきたが，時代の経過とともに表着へ変化し，多

様な文様が描かれるようになったのが特徴である [9][10]．

小袖屏風とは，野村正治郎が昭和初期に作成した屏風で

あり，16～19世紀に実在した状態の芳しくない小袖の裂を

金箔地や金砂子地の二曲一隻屏風に貼装し，衣服としての

印象を再現したものである．図 2に小袖屏風の例（H-35-99

菊籬模様小袖）を示す．現存が確認されている小袖屏風は

108隻存在し，101隻が国立歴史民俗博物館の所蔵品であ

る．国立歴史民俗博物館所蔵の小袖屏風 101隻のうち，近

年寄贈された 1隻を除いた 100隻は野村正治郎の著書「時

代小袖雛形屏風」[11]に収録されたものである．そのうち

11隻の屏風には小袖が 2枚貼られている（図 3）．

図 1 野村コレクションの概要

Fig. 1 Schematic view of The Nomura Collection.

図 2 H-35-99 菊籬模様小袖

Fig. 2 H-35-99 Kosode fragment in red background style with

chrysanthemums and fence.

図 3 小袖が 2 枚貼られた屏風

Fig. 3 The Byobu attached two Kosode Fragments.

「時代小袖雛形屏風」[11]に収録された小袖屏風 100隻，

およびそれらの屏風に貼られた小袖 111枚を対象とした調

査や研究が服飾学の観点から進められてきた．調査や研究

の成果は「野村コレクション 小袖屏風」[7]に収録され，調

査や研究の成果として得られた基礎的なデータや画像は，

「館蔵野村正治郎衣裳コレクション」[5]として国立歴史民

俗博物館により公開されている．

2.2 関連研究

歴史資料に関するデジタルデータの活用に向けた取り組

みも多数行われている．岡本らは，複数の絵画から切り出

した素材をデジタルミュージアムに展示することにより，

作品に対する新たな発見や偶然性の面白さを見出すことが
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可能であることを示した [12]．増渕らは，撮影条件の異な

る複数枚の画像を用いて歴史資料の高精細画像を合成する

手法を示した [13]．

また，複数のデジタルアーカイブを連携させ，統合的な

検索を目指した取り組みも行われている．安達は，国立歴

史民俗博物館のデータベースから共通的な枠組みを見出す

ことにより，人文科学分野のデータベースを対象とした統

合検索が可能であることを示した [14]．山本らは，国立民

族学博物館と国立歴史民俗博物館の資料情報を中心に分

析することにより，人文科学分野における資料情報の共有

を目的とした博物館コアメタデータの提案を行った [15]．

嘉村らは，複数の異なる情報源にある芸術・文化情報を

Linked Open Data形式で統合することにより，単独の検

索システムでは得られない情報の獲得が可能であることを

示した [16][17]．渡邉らは，複数のデジタルアーカイブを

連携させ，ユーザのコメントを活用したコミュニティを形

成することにより，長崎や広島の戦災に関する多面的・総

合的な理解を促すことが可能であることを示した [18][19]．

Googleは，歴史資料だけでなく博物館や美術館そのものを

アーカイブの対象としたGoogle Art Projectを公開するこ

とにより，世界中の博物館や美術館内の様子をWeb上で

体感できることを示した [20]．

2.3 解決すべき課題

文化財にかかわるデータの価値を広く共有するために

は，歴史資料に詳しくない人でも使いやすく，多様なデー

タ利用が可能なシステムを構築することが望ましい．

特に，小袖屏風には，地色や材質のような分類上の特性

に加え，小袖に描かれた刺繍や紋様に表される暗黙的な共

通性が存在する．そこで，小袖屏風の画像から特徴量を抽

出し，類似性に基づいたネットワーク構造を構築すること

で，知的構造の創生をはかり，小袖屏風に関する新たな類

似画像検索が行えるようになることが見込まれる [21]．ま

た，小袖屏風には材質の違いなどの影響により様々な反射

光が生じることから，光源に対する観測位置によって見え

方が異なることもある．そこで，複数の光源位置から小袖

屏風の画像を撮影し，得られた画像から小袖屏風に対する

光の反射特性を抽出することで，観測者の立ち位置や動

作に則した小袖屏風の見え方を再現することが可能とな

る．それゆえ，新たな展示技術である高リアリティ・イン

タラクティブシステムの実現が可能であることが見込まれ

る [22][23]．

これらを実現する上で問題となるのは，デジタルデータ

が非常に多岐にわたることである．すなわち，歴史資料に

関するデジタルデータは，その作成方法や時期，目的に応

じて，多種・多様に生成される可能性がある．たとえば画

像データについて考えてみると，同一の歴史資料を撮影し

た画像を解析した場合でも，得られる特徴量は画像ごとに

図 4 「館蔵野村正治郎衣裳コレクションデータベース」の例

Fig. 4 Example of ”The Nomura Collection: Costumes and

Accessories in Japan Database”.

図 5 「館蔵資料データベース」の例

Fig. 5 Example of ”General Catalogue Database”.

変化する．また，歴史資料の解説文も，それぞれの出版物

の主題ごとに異なることがある．したがって，文化財にか

かわるデータの価値を広く共有し，利用者に文化財への興

味を持ってもらうためには，これらの多様なデータをマッ

シュアップし，統合的・横断的に取り扱うことが可能なシ

ステムを構築することが望ましい．

そこで，本研究では小袖屏風に関する多様なコンテンツ

の横断的な検索を目的とし，コンテンツごとのデータを蓄

積するデータベースシステムの設計・構築を行った．また、

利用者の興味喚起を目的とし、様々な情報提示について考

察を行った。

3. 小袖屏風データベースの設計・構築

3.1 小袖屏風データベースの概要

現在公開されている小袖屏風に関するデジタルデータの

情報源としては，「データベースれきはく」[5]の「館蔵野村

正治郎衣裳コレクションデータベース」[24]と「館蔵資料

データベース」[25]の二つが利用可能である（図 4，図 5）．

また，書籍として出版されている「国立歴史民俗博物館図

録 2 野村コレクション 小袖屏風」[7]には，小袖屏風に貼

付されたそれぞれの小袖を文章で解説した「解題」と，そ

の英文カタログである「List of Works」が記載されている

（図 6，図 7）．これらの文章コンテンツは，独立した情報

源として利用可能である．さらに，野村正治郎本人によっ

て出版された「時代小袖雛形屏風」[11]に記載された内容
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図 6 「解題」の例

Fig. 6 Example of ”Bibliography”.

図 7 「List of Works」の例

Fig. 7 Example of ”List of Works”.

図 8 「時代小袖雛形屏風」の例

Fig. 8 Example of ”Jidai kosode hinagata byobu”.

も，貴重な情報源の一つである（図 8）．

また，一般には公開されていないデータとしては，小袖

屏風の高精細画像が存在する．これは，国立歴史民俗博物

館で撮影されたポジフィルムを再スキャンしたものであ

り，19,513 × 15,512ピクセルの JPEG画像である．

このような情報源は，今後の歴史研究の発展，および，

情報技術の発展に伴いますます増加・多様化していくこと

が予想される．そのため，1つの確定された枠組み（デー

タベーススキーマ）を作ることは難しく，現実的ではない

と考えられる．そこで我々は，独立した情報源ごとに分析

を行って，それぞれのスキーマを構築することとした．そ

して，これらを統合するスキーマを導入することによって，

小袖屏風データベースの構築を行った [26][27]．小袖屏風

データベースの概要を図 9に示す．

以下の節では，実際に構築したデータベースについて説

明する．なお，検証用プロトタイプの実装には，誰でも簡易

に利用可能な DBMSとしてMicrosoft Office Access 2013

を採用した．

図 9 小袖屏風データベースの概要

Fig. 9 Schematic view of Kosode Byobu Database.

表 1 情報源名と省略形の関係

Table 1 The information source and abbreviated name.

情報源 省略形

館蔵野村正治郎衣裳コレクションデータベー

ス

館蔵コレ

館蔵資料データベース 館蔵 DB

「国立歴史民俗博物館図録 2 野村コレクショ

ン 小袖屏風」の「解題」

解題

「国立歴史民俗博物館図録 2 野村コレクショ

ン 小袖屏風」の「List of Works」

LoW

時代小袖雛形屏風 雛形

2014 年 4 月に再スキャンした高精細画像 高精細画像 201404

3.2 情報源ごとのデータの格納

我々は情報源ごとのデータを格納するにあたり，その情

報がどのデータ源によるものかを明白にするため，テーブ

ル名の前に情報源名（省略形）を付け，「情報源名（省略

形）テーブル名」の形で管理することとした．情報源名と

その省略形の関係を表 1に示す．

3.2.1 館蔵野村正治郎衣裳コレクションデータベース

国立歴史民俗博物館がデジタルアーカイブとして公開し

ている「館蔵野村正治郎衣裳コレクションデータベース」

[24]から小袖屏風 100隻に関する基礎的データを入手した．

入手したデータは，屏風に貼られた小袖 111枚に対して付

与された資料番号，資料名称（漢字），資料名称（かな），

種類，時代（和暦），時代（西暦），法量（縦），法量（横），

地色，モティーフ，技法，材質，糸込み，伝来，備考の 15

項目である．データの詳細に関しては，国立歴史民俗博物

館のWebページ [24]に記載がある．これらのうち，単値

属性である「資料番号」「資料名称（漢字）」「資料名称（か

な）」「種類」「時代（和暦）」「時代（西暦）」「法量（縦）」

「法量（横）」「地色」「材質」「糸込み」「伝来」「備考」を

「館蔵コレ 小袖」に，複値属性である「モティーフ」「技法」

を「館蔵コレ モティーフ」「館蔵コレ 技法」にそれぞれ格

納した．また，「備考」から抽出した屏風の法量を「館蔵コ

レ 屏風」に，小袖の位置を「館蔵コレ 小袖屏風」に格納

した．小袖の位置とは，1つの屏風に対して小袖が 2枚貼

られていた場合に生じる小袖の相対位置である．
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その他にも，「伝来」には「岐阜県海津市・圓超寺旧蔵：

裏地裂墨書による」のような旧蔵されていた寺の情報や，

「伝東福門院所用：野村正治郎『時代小袖雛形屏風』（芸艸

堂：1928）による」のような着用者の情報が記載されてい

る．また，「備考」には「高畠勝多『慶長風俗展覧会図録』

（松屋呉服店：1926）に裂の形状で所載」のような他の文献

の情報や，「裏地裂別置 (H-35-908)」のような裏地裂に関

する情報が記載されている．これらから抽出できるデータ

を「館蔵コレ 寺」「館蔵コレ 人物」「館蔵コレ 文献」「館蔵

コレ 裏地裂」にそれぞれ格納した．

3.2.2 館蔵資料データベース

国立歴史民俗博物館がデジタルアーカイブとして公開し

ている「館蔵資料データベース」[25]では，国立歴史民俗博

物館の所蔵する資料の基礎的なデータが収納されている．

ここから，小袖屏風 100隻に関する基礎的データを入手し

た．入手したデータは，屏風に付与された資料番号，資料

名称，コレクション名，指定，実物・模造，数量，法量，年

代，材質，使用地，備考の 11項目である．データの詳細に

関しては，国立歴史民俗博物館のWebページ [25]に記載

がある．これらのうち，単値属性である「資料番号」「資料

名称」「指定」「実物・模造」「数量」「法量」「年代」「備考」

を「館蔵 DB 資料」に，複値属性である「材質」「使用地」

をそれぞれ「館蔵 DB 材質」「館蔵 DB 使用地」に格納し

た．また，「コレクション名」を「館蔵 DB コレクション」

に格納した．館蔵資料データベースでは全部で 2,913件の

コレクションが存在するが，今回は小袖屏風に関するコレ

クションである「野村正治郎衣裳コレクション」のみを取

り扱った．

3.2.3 国立歴史民俗博物館資料図録 2 野村コレクション

小袖屏風

書籍「国立歴史民俗博物館資料図録 2 野村コレクション

小袖屏風」[7]の一つの章である「解題」では，小袖の基礎

的なデータの他に，それぞれの小袖に対する解説文（解題）

や，それぞれの屏風の図面が記載されている．ここから，

小袖に付与された資料番号，名称，時代，材質，地色，技

法，解題の 7項目を入手した．これらのうち，単値属性で

ある「資料番号」「名称」「時代」「材質」「地色」「解題」を

「解題 小袖」に，複値属性である「技法」を「解題 技法」

に格納した．

また，同書籍の他の章である「List of Works」には，英

文カタログとして，様々な基礎的データの英語名が掲載さ

れている．ここから，小袖に付与された資料番号，資料名

称，時代，材質，技法の 5項目を入手した．これらのうち，

単値属性である「資料番号」「資料名称」「時代」「材質」を

「LoW 小袖」に，複値属性である「技法」を「LoW 技法」

に格納した．

3.2.4 時代小袖雛形屏風

書籍「時代小袖雛形屏風」[11]は野村正治郎が自身の小

袖屏風のカタログを作成したものであり，小袖の基礎的な

データのほかに，それぞれの小袖の画像が掲載されている．

ここから，小袖に付与された資料番号，資料名称，小袖が

作成された時代，小袖を着用した人物，小袖が着用された

時代の 6項目を入手した．これらのうち，小袖そのものに

関する情報である「資料番号」「資料名称」「小袖が作成さ

れた時代」を「雛形 小袖」に，着用した人物に関する情報

である「小袖を着用した人物」「小袖が着用された時代」を

「雛形 着用」に格納した．

3.2.5 高精細画像

ポジフィルムを再スキャンした高精細画像は，スキャン

された順にファイル名がつけられている．今回利用した

Microsoft Office Access 2013では画像データを蓄積するこ

とは難しいため，高精細画像のファイル名と小袖屏風の資

料番号の対応のみを「高精細画像 201404 屏風画像」に格

納した．

3.3 統合データベースの構築

前節までは情報源ごとにデータの格納を行ってきた．し

かし，一方で，「小袖」や「屏風」，「技法」などは情報源と

は独立して存在する．また，異なる情報源においては，表

記が異なっていても同じデータを示していることがある．

そこで我々は，情報源とは独立に存在するテーブルを定

義し，そのテーブルを中心に，異なる情報源から格納した

データの統合を行った．作成したテーブルは，「小袖」「屏

風」「技法」「時代」「材質」「モティーフ」「地色」「文献」

「人物」「寺」「コレクション」「場所」「裏地裂」の 13テー

ブルである．

作成したデータベースのスキーマの全体像を図 10に示

す．青丸（実線）で囲まれた部分は，それぞれの情報源ご

とに作成されたテーブル群である．また，赤丸（点線）で

囲まれた部分は，情報源とは独立に存在する統合テーブル

群である．情報源とは独立に存在するテーブルを作成した

ことにより，外部データとの連携がより容易に行うことが

できるようになった．また，新たに情報源を追加したい場

合には，その情報源について分析を行うだけでテーブルの

追加が行えるようになった．

4. 小袖屏風Viewerの構築

我々は，3章で述べた小袖屏風データベース，および小

袖屏風画像を活用し，小袖屏風 Viewerの構築を行った．

検索システムは，歴史資料に詳しくない人でも使いやす

く，多様な環境で利用可能であることが望ましい．そこで，

直観的に操作でき，視覚的にわかりやすく，Webブラウザ

上で動作可能なシステムを構築することとした．システム

構成の概要を図 11に示す．検索システムの可用性を考慮

し，小袖屏風 DBとの連携には PHPを用い，クリックイ

ベントの検知や htmlタグの生成には JavaScriptを用いて
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図 10 小袖屏風 DB のスキーマ

Fig. 10 The scheme of Kosode Byobu Database.

図 11 システム構成の概要

Fig. 11 System architecture.

実装した．

4.1 小袖屏風Viewerの画面構成

構築した検索システムのメイン画面を図 12に示す．メ

イン画面は，小袖屏風画像の一覧性を重視して構成した．

左側の検索メニューを選択することにより，絞り込み検索

を行うことができる．表示された小袖屏風画像を選択する

ことで，詳細画面へと遷移する．詳細画面の例を図 13に示

す．詳細画面では主に屏風に貼られた小袖に関する基礎的

データと高精細画像を表示する．ページ中央のタブを切り

替えることにより，情報源ごとのデータを切り替えて表示

することができる．また、ページ右側の拡大ボタンを選択

することで，高精細画像を拡大して閲覧することができる．

4.2 高精細画像閲覧システム

我々は，Webブラウザ上で高精細画像の閲覧を行うため

に，Google Maps API[28]を用いて高精細画像閲覧システ

ムの構築を行った．

まず，拡大・縮小を可能にするため，高精細画像を 0～

7の 8段階にリサイズした画像を用意した．この際，元の

画像の縦横比を維持すること，できるだけ品質を落とさな
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図 12 検索システムのメイン画面

Fig. 12 Main view of retrieval system.

図 13 検索システムの詳細画面

Fig. 13 Detailed view of retrieval system.

図 14 高精細閲覧システムの画面

Fig. 14 High presence view of retrieval system.

いことに注意して画像の作成を行った．次に，用意した画

像を 256 × 256ピクセルのタイルに分割する．256 × 256

のサイズに満たないタイルが出てきた場合，足りない部分

に関しては，黒で補間を行った．これらの画像と Google

Maps APIを活用することで，自由に拡大・縮小が可能な

高精細画像閲覧システムを作成した．

作成した高精細閲覧システムの画面を図 14に示す．こ

れにより，小袖屏風の高精細画像を拡大し，細部まで観察

することが可能となった．たとえば図 14では，金糸や緑

図 15 小袖の分類

Fig. 15 The classification of kosode.

図 16 慶長小袖

Fig. 16 Keityo kosode.

図 17 寛文小袖

Fig. 17 Kanbun kosode.

図 18 元禄小袖

Fig. 18 Genroku kosode.

の色糸による菊の刺繍，および鹿の子絞り *1の文様が確認

できる．

5. 利用者への情報提示

5.1 小袖とモード

小袖屏風に貼装された小袖には，作成された時代や文様

の配置により，時代様式（モード）があることが知られて
*1 布を小さくつまみ，糸でくくって防染し，浸染したもの．鹿の毛
の白い斑点に似た文様があらわれるのでその名がある [9]．ぜい
たくであるため，天和三年に禁令が出された [10]．その結果，新
たなモードに移っていく [29]．
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いる．たとえば，文献 [9][10]では，江戸前期から中期にか

けて 3通りのモードが存在することが解説されている．そ

の分類を図 15に示す．

これらのモードの分類は，小袖屏風を閲覧する際に，ど

のように時代様式が変化していったのかを示す点において，

閲覧者の興味喚起に十分に役立つ．そこで，実装したシス

テムによってこれらのモードに基づく情報提示が可能であ

ることを示す．情報源として，解題 [7]に示された解説語

を用いた．モードを基に選択された Viewerの表示結果を

図 16，図 17，図 18に示す．これらは，小袖屏風をそれぞ

れのモードごとに一覧で示すことによって，全体的な雰囲

気や傾向を示している．さらに，必要や興味に応じて選択

し，各屏風の詳細情報にアクセスすることも可能である．

また，寛文小袖の特徴として，鹿の子絞りが多用されて

いるということが解説されている [10]．モードが寛文小袖

で，かつ技法に絞りが使われている小袖屏風を図 19に示

す．寛文小袖 11件のうち，9件で鹿の子絞りが使われてい

ることが分かる．このような絞り込み検索は，「鹿の子絞

り」とは何かという興味だけでなく，それがモードの中心

をなしているということをデータ件数の占める割合からも

確認できることを示している．

このように，小袖屏風 Viewerを用いることで，専門家

の知識を一覧することが可能となった．

5.2 材質の知識を用いた検索

現在用いている高精細画像でも十分に認識できない特徴

が存在する．たとえば，図 14は H-35-99 菊籬模様小袖の

拡大画像である．絞や刺繍のような技法を観察することが

できる一方で，綸子（りんず）*2 の模様は認識することが

難しい．このような材質の細部に至る特徴は，実物を直接

肉眼で観察すれば理解できるが，既存の高精細画像であっ

ても，そこまでの再現力はない．一方で，将来得られる更

なる高精細画像や他の手段で計測されたデータと，専門家

が付したこれらの情報をマッシュアップして横断的に利用

できるようにすれば，デジタルアーカイブが利用者の興味

喚起につながるかもしれない．

6. まとめと今後の課題

本稿では，小袖屏風に関する利用者の興味喚起を目的と

し，コンテンツごとのデータを蓄積するデータベースの設

計・構築を行った．今後は外部の情報源との連携を行い，

さらに有効な検索結果を得られるようなシステムへと改良

していく．また，画像から抽出される多様な特徴量や知的

構造などを考慮することにより，利用者の趣向をより反映

*2 絹織物の一種で，立体的な模様を表面に有する特徴がある．歴史
的な観点から江戸初期以降に生産されたと考えられる [9]．保守
的であった武家は江戸中期以降も綸子を多用した一方で，町人は
縮緬と友禅染を中心としたモードに移っていく [29]．

図 19 絞りが使われている寛文小袖

Fig. 19 Kanbun kosode with shibori.

したシステムへと改良する予定である．
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